
◎保育・教育の計画の編成と実施に関する評価

Ａ B Ｃ Ｄ

(1) 保育・教育目標の具現化に向け、乳幼児の実態を踏まえた重点目標を設定しているか。 ○

(2) 目標は、各施設や地域の特色を生かしている。 ○

(3) 目標は、社会の要請や保護者の願いを反映しているか。 ○

(4) 目標は、前年度の反省を生かし、全職員で検討し、かつ共通理解を図っているか。 ○

(1) 指導計画は乳幼児の実態に即して作成しているか。 ○

(2) 環境の構成を意識した保育・教育や過程を常に工夫しているか。 ○

(3) 素材・用具を適切に活用しているか。 ○

(4) 評価結果を基に、保育・教育の改善に努めているか。 ○
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(1) １日の流れ（デイリープログラム等）は現行でよいか。 ○

(1) 行事の種類や実施回数は適切か。 ○

(2) 行事のねらいを計画や実施に十分生かしているか。 ○

(3) 計画・実施・評価・改善の体制をとっているか。 ○

(4) 保護者の願いや意見を取り入れているか。 ○

幼保連携型　はちまん認定こども園
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Ａ：たいへんよい
Ｂ：よい
Ｃ：一部検討を要する
Ｄ：改善を要する

「幼保連携型認定こども園教育
・保育要領」を踏まえ０歳児か
ら就学前までの保育・教育を行
っている。
教育課程は前年度の反省や気
づきが生かされるよう職員間
で話し合い幼児の実態に合う
ようにしている。
研修や会議を通して取り組む
べき課題に関しての気づきを
共有し共通理解を大切にする。

一人一人の発達を踏まえた計
画を立て、さらに個別に支援が
必要な園児は個別の指導計画
をたて特性に応じた援助がで
きるよう配慮している。
年間指導計画を基本とし保育
日誌や記録を通して振り返り
を行い、次に活かしている。

年齢による発達に即した流れ
で過ごしながら、必要に応じて
柔軟に対応している。

昨年に引き続き、新型コロナウ
イルス感染症拡大防止のため、
保護者に協力を得て参加人数、
年齢の制限など行事内容を検
討しながら行った。結果として
行事を見直す機会となり新た
な発見ができた。行事後は、ア
ンケートや連絡帳などで意見
や感想を把握し、次年度の活
動に活かしている。

社会福祉法人　森の子会
幼保連携型　はちまん認定こども園
管理責任者：河瀬　智子（園長）
評価対象期間：令和4年4月1日から令和5年3月31日



◎保育・教育の計画の編成と実施を支える諸条件に関する評価

Ａ B Ｃ Ｄ

(1) 能率的・合理的な運営組織になっているか。 ○

(2) 職員の配置は適材・適所か。 ○

(3) 係や仕事の分担・割り当ては適切か。 ○

(1) 各種会議を適切かつ効率的に進めているか。 ○

(2) 職員相互がそれぞれ全体的立場を理解し、協力や助言を惜しむことなく施設の運営に関わっているか。 ○

(1) 年齢別・クラス目標は、保育・教育目標や重点目標に基づいて設定しているか。 ○

(2) 年齢別・クラス目標は、乳幼児の実態に即して設定しているか。 ○

(3) 同年齢及び異年齢児間の効果的な活動の充実を図っているか。 ○

(4) 評価・資料（諸記録）を集積しているか。 ○

(1) 年齢別・クラス経営に生かされるような具体的保健対策を講じているか。 ○

(2) 避難訓練・交通安全指導を計画に基づいて適切に実施しているか。 ○

(3) 健康・安全な生活に必要な習慣や態度育成のため、家庭への啓発を行っているか。 ○

(1) 乳幼児や保護者に関する個人情報を適正に取り扱っているか。 ○

(2) 公文書収受、発送、処理を適切に行っているか。 ○

(1) 施設内外・設備の安全点検を計画的に行っているか。 ○

(2) 遊具・用具等を、活用しやすいように整理・保管しているか。 ○

(3) 不審者等に対応する周到な配慮を行っているか。 ○

(4) 掲示板、掲示場所等を適切かつ効果的に活用しているか。 ○
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職員配置を工夫し、全体でも
協力できる体制づくりを目標
としている。
クラス単位だけにならないよ
う連携を意識して動けるよう
リーダー、それぞれの役割を
確認しながら進めている。

職員会議を定期的に行う他、
状況によっては、臨時会議を
行い共通理解、情報交換に努
めている。会議の記録の回覧
や掲示等で更なる周知を行っ
ている。
シフトや勤務時間帯の違いで
情報が伝わらないことのない
ようにリーダーの役割を明確
にしている。
異年齢保育に関しては直接の
交流はコロナ禍で難しい面も
あるが、互いを意識できるよ
うな言葉かけや、活動を見る
ことで異年齢を意識できるよ
うに配慮している。

毎月安全教室、避難訓練を行
い安全管理に努めるとともに
園児への指導を行っている。

個人情報保護について学び共通
理解をし、配慮や取り扱いについ
て周知し実行している。また、個人
情報が含まれる書類の管理や処
理の取り扱いについても情報が
見えないように配慮している。

安全点検、遊具点検、消防用
設備点検を行い安全を確認し
ている。防犯カメラを園の各
入口（３か所）に設置し対応す
るとともに訓練等で安全確保
に努めている。
保護者へのお知らせは掲示板
（玄関、門）を使用し、連絡事項
の確認や感染症の状況、写真
の掲示による活動の紹介等有
効に活用している。



Ａ B Ｃ Ｄ

(1)
他施設等の幼児児童生徒と触れ合う中で、（乳）幼児
が楽しく過ごし充実感を味わうことができるような
配慮や援助・支援を行っているか。

○

(2) 参観や保育・事業等に参加するなどして、小学校等の教育を理解しているか。 ○

(3) 日常的に情報を交換し、それを交流活動に生かしているか。 ○

(1) 参観時間を制限せず、保護者以外にも対象にした参観日等を設定しているか。 ○

(2) 保護者を含む地域の人材活用の時期・内容は適切か。 ○

(3)（乳）幼児の興味や関心に基づいて地域社会・その他の施設と交流しているか。 ○

(4) 地域の行事に積極的に参加し、地域の文化や生活に触れているか。 ○

(1) 地域の子育てセンターとして、園庭や中庭、保育室等を開放しているか。 ○

(2) 「子育てについて」など、保護者を対象とした学習の機会を設定しているか。 ○

(3) 職員による育児に係る「子育て相談」は充実しているか。 ○

(4) 医療機関、児童相談所等の専門機関と連携を図り、保護者にとって必要な情報を提供しているか。 ○

(1) こども園だより・クラス通信、ホームページ等で施設の情報を発信しているか。 ○

(2) 行事や子育て支援事業等を、地域の連絡会や児童施設、小学校に対して周知しているか。 ○

(1) 第三者評価を導入し、施設運営に反映しているか。 ○

(2) 地域や保護者の意見を施設運営に反映しているか。 ○
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昨年度に引き続き、コロナウィ
ルス感染症拡大防止のため、小
学校との交流の機会がなかっ
た。また、体験入学も中止とな
り体験の機会がもてなかった。
小学校とは情報交換の機会を
持ち、互いに把握に役立った。

地域に園の活動を知ってもら
うための参観は有効であると
感じるが、感染症拡大防止の
ためもあり実現が難しかった。

交流している老人施設とは訪
問が難しくても、手紙や写真
などで子どもたちの元気な姿
を発信している今後も方法を
工夫し連携をとって行きたい。

園開放は、予約をしてもらうなど
方法を考え基本的感染対策を
行いながら、実施している。
保護者を対象とした研修は、密を
回避するため実施出来ていない。
園児の発達や個別の支援方法
については、市の保健師や専門
機関の職員による巡回相談を
受けている。また、配慮を必要と
する園児については一人一人に
応じた指導計画を作成し、専門
機関と連携をとりながら指導を
行っている。

各クラスの活動の掲示やおた
よりで活動を分かりやすく知
らせている。
メール配信で災害時・感染症の
情報を発信。園のようすを手紙
により隔月に発信している。

第三者評価は今後導入を検
討している。

行事ごとにアンケートを行い
意見の把握に努めている。


